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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　或る端末から接続要求があった場合に、その端末のユーザの識別情報、その識別情報に
対応するパスワード及びその端末に備わる通信方式の識別情報、その端末がその通信方式
で利用するＩＰアドレス及びポート番号を相互に関連付けて記憶手段に書き込む書込手段
と、
　前記記憶手段に前記ユーザの識別情報、前記パスワード及び前記通信方式の識別情報と
同一のユーザの識別情報、パスワード及び通信方式の識別情報が相互に関連付けられた状
態で既に書き込まれている場合に、そのユーザの識別情報、パスワードおよび通信方式の
識別情報に関連付けられて前記記憶手段に既に書き込まれているＩＰアドレス及びポート
番号を有する他の端末をログオフさせるログオフ手段と、
　を備えることを特徴とする通信方式分散型端末収容交換機。
【請求項２】
　請求項１に記載の通信方式分散型端末収容交換機において、
　前記ログオフ手段は、前記他の端末が既に書き込まれているユーザの識別情報、パスワ
ード及び通信方式のうち既に書き込まれている通信方式以外の通信方式の機能を有する場
合であっても、前記他の端末をログオフさせることを特徴とする通信方式分散型端末収容
交換機。
【請求項３】
　請求項１に記載の通信方式分散型端末収容交換機において、
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　前記ログオフ手段は、前記他の端末が既に書き込まれているユーザの識別情報、パスワ
ード及び通信方式のうち既に書き込まれている通信方式以外の通信方式の機能を有する場
合には、前記他の端末をログオフさせずに、前記他の端末の前記通信方式の識別情報によ
り識別される通信方式のみを無効化することを特徴とする通信方式分散型端末収容交換機
。
【請求項４】
　或る端末から接続要求があった場合に、その端末のユーザの識別情報、その識別情報に
対応するパスワード及びその端末に備わる通信方式の識別情報、その端末がその通信方式
で利用するＩＰアドレス及びポート番号を相互に関連付けて記憶手段に書き込む書込ステ
ップと、
　前記記憶手段に前記ユーザの識別情報、前記パスワード及び前記通信方式の識別情報と
同一のユーザの識別情報、パスワード及び通信方式の識別情報が相互に関連付けられた状
態で既に書き込まれている場合に、そのユーザの識別情報、パスワードおよび通信方式の
識別情報に関連付けられて前記記憶手段に既に書き込まれているＩＰアドレス及びポート
番号を有する他の端末をログオフさせるログオフステップと、
　を備えることを特徴とする通信方式分散型端末制御方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の通信方式分散型端末制御方法において、
　前記ログオフステップでは、前記他の端末が既に書き込まれているユーザの識別情報、
パスワード及び通信方式のうち既に書き込まれている通信方式以外の通信方式の機能を有
する場合であっても、前記他の端末をログオフさせることを特徴とする通信方式分散型端
末制御方法。
【請求項６】
　請求項４に記載の通信方式分散型端末制御方法において、
　前記ログオフステップでは、前記他の端末が既に書き込まれているユーザの識別情報、
パスワード及び通信方式のうち既に書き込まれている通信方式以外の通信方式の機能を有
する場合には、前記他の端末をログオフさせずに、前記他の端末の前記通信方式の識別情
報により識別される通信方式のみを無効化することを特徴とする通信方式分散型端末制御
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信方式分散型端末を収容するための通信方式分散型端末収容交換機及び通
信方式分散型端末制御方法に関する。ここで、通信方式分散型端末とは、本来１つの端末
に集約される複数の通信方式のうちの一部の通信方式を有する端末のことである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コミュニケーションの手段が多様化し、従来からある音声通信だけでなく、映像
通信、文字通信（メール、インスタントメッセージ、チャット等）、ファイル共有通信、
ホワイトボード共有通信、アプリケーション共有通信等、様々な通信が使用されるように
なった。
【０００３】
　また、それらの通信のための通信方式をユーザに提供する際に、単一種類の端末に全て
の通信方式をつめこむのではなく、端末の特性に合わせて一部（単数又は複数）の種類の
端末を組み合わせて使うケースも出てきた。
【０００４】
　例えば、ビデオ通信のように高解像度や動画処理能力が要求される通信方式はＰＣ（パ
ーソナルコンピュータ）上のアプリケーションとして提供し、音声通信のように処理能力
は低くても構わないが安定性が要求される通信方式は電話機のような専用端末で提供する
といった具合である。
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【０００５】
　このように、複数の端末を使い分ける場合、ユーザＩＤのようなユーザを特定するＩＤ
を端末に入力することで、同一ユーザが利用している端末同士の紐付けを行うことで、あ
たかも一つの端末を使用しているかのような使い勝手を提供している場合が多い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－２０９２８４号公報
【特許文献２】特開２００７－０５８５０２号公報
【特許文献３】特開２００８－１６０６９３号公報
【特許文献４】特開２００８－１８２６４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、端末の高機能化に伴い、ユーザが利用している端末どうしで、通信方式
が重複している場合もあり、そのような場合に、或る通信方式についてどちらの端末が利
用されるのか、という点が問題になる。
【０００８】
　そこで、本発明は、同一の通信方式を有する端末が重複しないようにすることを可能に
する通信方式分散型端末収容交換機及び通信方式分散型端末制御方法を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明によれば、或る端末から接続要求があった場合に、その端末のユーザの識別情報
、その識別情報に対応するパスワード及びその端末に備わる通信方式の識別情報、その端
末がその通信方式で利用するＩＰアドレス及びポート番号を相互に関連付けて記憶手段に
書き込む書込手段と、前記記憶手段に前記ユーザの識別情報、前記パスワード及び前記通
信方式の識別情報と同一のユーザの識別情報、パスワード及び通信方式の識別情報が相互
に関連付けられた状態で既に書き込まれている場合に、そのユーザの識別情報、パスワー
ドおよび通信方式の識別情報に関連付けられて前記記憶手段に既に書き込まれているＩＰ
アドレス及びポート番号を有する他の端末をログオフさせるログオフ手段と、を備えるこ
とを特徴とする通信方式分散型端末収容交換機が提供される。
【００１０】
　また、本発明によれば、或る端末から接続要求があった場合に、その端末のユーザの識
別情報、その識別情報に対応するパスワード及びその端末に備わる通信方式の識別情報、
その端末がその通信方式で利用するＩＰアドレス及びポート番号を相互に関連付けて記憶
手段に書き込む書込ステップと、前記記憶手段に前記ユーザの識別情報、前記パスワード
及び前記通信方式の識別情報と同一のユーザの識別情報、パスワード及び通信方式の識別
情報が相互に関連付けられた状態で既に書き込まれている場合に、そのユーザの識別情報
、パスワードおよび通信方式の識別情報に関連付けられて前記記憶手段に既に書き込まれ
ているＩＰアドレス及びポート番号を有する他の端末をログオフさせるログオフステップ
と、を備えることを特徴とする通信方式分散型端末制御方法が提供される。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、同一ユーザが利用している他の端末のログイン状況には影響を与えず
に、重複する通信方式を有する端末のみを入れ替えて使用できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態による音声交換機及び各種端末を含むシステムの構成を示すブ
ロック図である。
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【図２】図１に示す音声／映像端末の内部構成を示すブロック図である。
【図３】図１に示す音声交換機の内部構成を示すブロック図である。
【図４】図２に示す端末ソフトウェアの構成を示す概念図である。
【図５】図３に示すデータベースの構成を示す概念図である。
【図６】図４に示す端末内ユーザ設定データ部の構成を示す概念図である。
【図７】図１に示すシステムにより行われるログイン処理を示すフローチャートである。
【図８】図１に示すシステムにより行われる他のログイン処理を示すフローチャートであ
る。
【図９】図１に示すシステムにより行われる更に他のログイン処理を示すフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための形態について詳細に説明する。
【００１４】
　図１のように、本発明の一実施形態としてオフィスで音声回線（内線／外線）、ＬＡＮ
回線を利用している構成を説明する。Ｐ２Ｐ通信ソフトで実現する通信方式の例としては
映像通信の例で説明する。
【００１５】
　オフィスには音声通信を交換する交換機１０１、ユーザＡが利用する、ＬＡＮ回線に接
続された映像端末１０２、１０４、音声端末１０３、音声・映像端末１０６、音声／映像
切替端末１０７、音声内線回線に接続された音声端末１０５が存在する。ここで、音声・
映像端末とは、音声の通信方式と映像の通信方式を同時に利用することができる端末のこ
とであり、音声／映像切替端末とは、音声の通信方式と映像の通信方式を同時に利用する
ことができず、一方の通信方式のみを同時に利用することができる端末のことである。
【００１６】
　また、音声交換機１０１は音声外線を通じて音声通話網１０８と接続されている。
【００１７】
　交換機１０１は音声通信網１０８、各種端末１０２～１０７と通信し、それらの音声通
信の接続を制御する。
【００１８】
　図２を参照すると、音声映像端末１０６の各部は、それぞれ概略つぎのように動作する
。ユーザＩ／Ｆ部２０１は接続されたキー、マウス等からの入力信号の受信とディスプレ
イへの映像信号出力を行う。音声Ｉ／Ｆ部２０２は接続されたスピーカ／マイク２０８と
の音データの送受信を行う。音声内線Ｉ／Ｆ部２０３は音声通話用回線との信号の送受信
を行う。ＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部２０４はＬＡＮ回線との信号の送受信を行う。ＣＰＵ２０５
は端末全体を制御する。メモリ２０６は端末の制御に必要なソフトウェアやデータを使用
する際の作業領域として使用し、端末ソフトウェア２１１はメモリ２０６に格納され、Ｃ
ＰＵ２０５により実行されるソフトウェアである。映像Ｉ／Ｆ部２０９は接続されたビデ
オカメラからの入力信号の受信を行う。
【００１９】
　音声端末１０３、１０５、映像端末１０２、１０４、音声／映像切替端末１０７は、音
声映像端末１０６を基本として、一部の機能部を省いたり、必要な機能部を追加すること
により構成することができる。
【００２０】
　図３を参照すると、音声交換機１０１の各部はそれぞれ概略つぎのように動作する。音
声内線Ｉ／Ｆ部３０１は音声通話用回線との信号の送受信を行う。ＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３
０２はＬＡＮ回線との信号の送受信を行う。音声外線Ｉ／Ｆ部３０３は音声外線との信号
の送受信を行う。ＣＰＵ３０４は交換機１０１の全体を制御する。メモリ３０５は交換機
１０１の制御に必要なソフトウェアやデータを使用する際の作業領域として使用される。
データベース３０６はメモリ３０５上に保存されている各種設定データを保持するエリア



(5) JP 4671069 B2 2011.4.13

10

20

30

40

50

である。
【００２１】
　図４は音声／映像端末内のメモリ２０６に格納されるソフトウェア２１１のモジュール
構成を示す図である。交換機端末ソフトウェア４０２、映像通信ソフトウェア４０８はＯ
Ｓ(Operating System)４０１上で動作するアプリケーションソフトウェアである。
【００２２】
　交換機端末ソフトウェア４０２は各種ソフトウェアモジュールで構成される。交換機Ｉ
／Ｆ部４０３は交換機１０１との通信を制御する。音声通信制御部４０４は音源Ｉ／Ｆ部
２０２、音声内線Ｉ／Ｆ部２０３、ＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部２０４と通信することで音声信号
の通信を制御する。ユーザ設定データ部４０５は、端末を使用するユーザのユーザＩＤ、
パスワードや、現在通信している相手の情報等を格納する。
【００２３】
　映像通信ソフトウェア４０６は、汎用的なＰ２Ｐ通信ソフトウェアであり、本実施形態
では映像通信能力を有し、映像通信ソフトウェアを搭載した端末同士で通信開始、映像デ
ータの送受信、通信終了処理を行う。同じ端末に搭載されたほかのソフトウェアとは、通
信相手のアドレス情報を受け取り、そのアドレスに対して通信を開始する機能を有する。
【００２４】
　図５は音声交換機１０１のメモリ３０５に格納されるデータベース３０６の内容である
。交換機ユーザＩＤ５０１には、交換機を利用しているユーザのＩＤ情報が格納される。
交換機ユーザパスワード５０２はユーザＩＤと対応するパスワードが格納される。通信方
式：アドレス：ポート５０３はそのユーザが使用している端末で現在利用可能な通信方式
に対して、その端末のアドレスおよび、その端末でその通信方式が利用するポート番号を
格納するエリアであり、複数の通信方式が現在利用可能な場合は、複数の情報が格納され
る。
【００２５】
　図６は音声／映像端末のメモリ２０６に格納される端末ソフトウェア２１１の内容であ
る。交換機ユーザＩＤ６０１には、端末を利用しているユーザの交換機ユーザＩＤが格納
される。交換機ユーザパスワード６０２にはユーザＩＤに対応するパスワードが格納され
る。可能通信方式：アドレス：ポート６０３にはその端末が可能な通信方式と、その端末
のアドレス、その通信方式がその端末で利用するポート番号を格納するエリアであり、複
数の通信方式をサポートする端末の場合は、複数の情報が格納される。また音声回線に接
続された端末の場合は、アドレス、ポート番号の代わりに内線番号が格納される。選択通
信方式６０４には、ユーザが選択した通信方式が格納される。
【００２６】
　次に、本実施形態の動作について具体的に説明する。
【００２７】
　まず、ユーザＡが映像端末１０２利用中に、別の映像端末１０４でログインした場合に
ついて図７の流れ図を用いて説明する。
【００２８】
　前提として、映像端末１０２および１０４の可能通信方式：アドレス：ポート６０３の
欄には映像通信用のアドレス、ポートのみ格納されているものとする。また、選択通信方
式６０４には映像通信方式のみ格納されているものとする。
【００２９】
　まずユーザＡが映像端末１０２のキー、ディスプレイ２０７を利用してユーザＩＤ、パ
スワードを入力する（ステップ７０１）。
【００３０】
　すると映像端末１０２のＣＰＵ２０５、メモリ２０６で動作する交換機端末ソフトウェ
ア４０２はユーザＩ／Ｆ部２０１、ＯＳ４０１を経由してその情報を受け取り、入力した
ユーザＩＤが６０１に、パスワードが６０２に格納され、映像端末１０２の選択通信方式
６０４に格納されている通信方式と一致する、通信方式：アドレス：ポート６０３の情報
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とともに、交換機Ｉ／Ｆ部４０３を通してＯＳ４０１に渡され、ＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部２０
４を通じて交換機に送信される。（ステップ７０２）。
【００３１】
　交換機はＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２でその情報を受け取ると、受け取ったユーザＩＤを
交換機内データベース３０６の交換機ユーザＩＤ５０１から検索しヒットしたエリアの５
０２に記載されたパスワードと受け取ったパスワードが同一か照合する。照合が取れたら
、同エリアの５０３に他のログイン中端末のアドレス：ポート情報が記載されているか確
認する。（ステップ７０３）。
【００３２】
　今回は、映像端末１０２以外の端末は同じユーザＩＤでログインしている他の端末がな
いため、映像通信方式のアドレス：ポートは５０３に格納されていない。そこで、受け取
った通信方式：アドレス：ポート情報をそのまま５０３に格納する。（ステップ７０６）
。
【００３３】
　次に、ユーザＡが映像端末１０４のキー、ディスプレイ２０７を利用してユーザＩＤ、
パスワードを入力する（ステップ７０１）。
【００３４】
　すると映像端末１０４のＣＰＵ２０５、メモリ２０６で動作する交換機端末ソフトウェ
ア４０２はユーザＩ／Ｆ部２０１、ＯＳ４０１を経由してその情報を受け取り、入力した
ユーザＩＤが６０１に、パスワードが６０２に格納され、映像端末１０４の選択通信方式
６０４に格納されている通信方式と一致する、通信方式：アドレス：ポート６０３の情報
とともに、交換機Ｉ／Ｆ部４０３を通してＯＳ４０１に渡され、ＬＡＮ回線　Ｉ／Ｆ部２
０４を通じて交換機に送信される。（ステップ７０２）。
【００３５】
　交換機はＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２でその情報を受け取ると、受け取ったユーザＩＤを
交換機内データベース３０６の交換機ユーザＩＤ５０１から検索しヒットしたエリアの５
０２に記載されたパスワードと受け取ったパスワードが同一か照合する。照合が取れたら
、同エリアの５０３に他のログイン中端末の情報が記載されているか確認する。（ステッ
プ７０３）。
【００３６】
　今回は、先ほどログインした映像端末１０２の情報が５０３に格納されているため、同
エリアの５０３の映像通信方式欄にアドレス：ポート情報が含まれているか確認する（ス
テップ７０４）。
【００３７】
　５０３の映像通信方式欄には、映像端末１０２のアドレス：ポートが既に記載されてい
るため、交換機はＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２で、５０３に記載されたアドレス、つまり映
像端末１０２に対してログオフ通知を送信する。映像端末１０２は、ログオフ通知をＬＡ
Ｎ回線　Ｉ／Ｆ部２０４を通じてＯＳ４０１を経由して、交換機Ｉ／Ｆ部４０３で受け取
る。交換機Ｉ／Ｆ部４０３は内部状態をログイン状態からログオフ状態に変更した後、ユ
ーザＩ／Ｆ部２０１を通じてユーザにログオフされたことを通知する。（ステップ７０５
）。
【００３８】
　交換機はその後、受け取ったアドレス：ポート情報で、格納されている映像端末１０２
のアドレス：ポート情報を上書きする。（ステップ７０６）。
【００３９】
　また本実施形態では通信方式として映像通信の例で説明したが、特段映像通信に限定し
たものではなく、映像通信ソフトウェア４０８を任意の通信ソフトウェアに変更すること
で、音声通信、メール通信、インスタントメッセージ通信、ファイル共有通信、ホワイト
ボード共有通信、アプリケーション共有通信等様々な通信方式に適用できる。
【００４０】
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　次に、本発明の他の実施形態について説明する。
【００４１】
　前述の実施形態では単一の通信方式のみ選択可能な端末同士の切替であったが、これを
複数の通信方式を選択可能な端末に利用してもよい。
【００４２】
　この場合について図８の流れ図を用いて説明する。
【００４３】
　ユーザＡが音声／映像端末１０６利用中に、別の映像端末１０４でログインした場合に
ついて説明する。
【００４４】
　前提として、音声／映像端末１０６の可能通信方式：アドレス：ポート６０３の欄には
映像通信用のアドレス、ポートおよび音声通信用のアドレス、ポートが格納されており、
選択通信方式６０４には映像通信方式および音声通信方式が格納されているものとする。
また、映像端末１０４の可能通信方式：アドレス：ポート６０３の欄には映像通信用のア
ドレス、ポートのみ格納されており、選択通信方式６０４には映像通信方式のみ格納され
ているものとする。
【００４５】
　まずユーザＡが音声／映像端末１０６のキー、ディスプレイ２０７を利用してユーザＩ
Ｄ、パスワードを入力する（ステップ８０１）。
【００４６】
　すると音声／映像端末１０６のＣＰＵ２０５、メモリ２０６で動作する交換機端末ソフ
トウェア４０２はユーザＩ／Ｆ部２０１、ＯＳ４０１を経由してその情報を受け取り、入
力したユーザＩＤが６０１に、パスワードが６０２に格納され、音声／映像端末１０６の
選択通信方式６０４に格納されている通信方式と一致する、通信方式：アドレス：ポート
６０３の情報とともに、交換機Ｉ／Ｆ部４０３を通してＯＳ４０１に渡され、ＬＡＮ回線
Ｉ／Ｆ部２０４を通じて交換機に送信される（ステップ８０２）。
【００４７】
　交換機はＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２でその情報を受け取ると、受け取ったユーザＩＤを
交換機内データベース３０６の交換機ユーザＩＤ５０１から検索しヒットしたエリアの５
０２に記載されたパスワードと受け取ったパスワードが同一か照合する。照合が取れたら
、同エリアの５０３に他のログイン中端末の情報が記載されているか確認する（ステップ
８０３）。
【００４８】
　今回は、音声／映像端末１０６以外の端末は同じユーザＩＤでログインしていないため
、音声通信方式および映像通信方式のアドレス：ポートは５０３に格納されていない。そ
こで、受け取った通信方式のアドレス：ポート情報をそのまま５０３に格納する（ステッ
プ８０８）。
【００４９】
　次に、ユーザＡが映像端末１０４のキー、ディスプレイ２０７を利用してユーザＩＤ、
パスワードを入力する（ステップ８０１）。
【００５０】
　すると映像端末１０４のＣＰＵ２０５、メモリ２０６で動作する交換機端末ソフトウェ
ア４０２はユーザＩ／Ｆ部２０１、ＯＳ４０１を経由してその情報を受け取り、入力した
ユーザＩＤが６０１に、パスワードが６０２に格納され、映像端末１０４の選択通信方式
６０４に格納されている通信方式と一致する、通信方式：アドレス：ポート６０３の情報
とともに、交換機Ｉ／Ｆ部４０３を通してＯＳ４０１に渡され、ＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部２０
４を通じて交換機に送信される（ステップ８０２）。
【００５１】
　交換機はＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２でその情報を受け取ると、受け取ったユーザＩＤを
交換機内データベース３０６の交換機ユーザＩＤ５０１から検索しヒットしたエリアの５
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０２に記載されたパスワードと受け取ったパスワードが同一か照合する。照合が取れたら
、同エリアの５０３に他のログイン中端末の情報が記載されているか確認する（ステップ
８０３）。
【００５２】
　今回は、先ほどログインした音声／映像端末１０６の情報が５０３に格納されているた
め、同エリアの５０３の映像通信方式欄にアドレス：ポート情報が含まれているか確認す
る（ステップ８０４）。
【００５３】
　５０３の映像通信方式欄には、音声／映像端末１０６のアドレス：ポートが既に記載さ
れているため、交換機は一致したエリアのアドレスを確認する。そして、同じユーザＩＤ
５０１の５０３部分に他にアドレスが格納されていないか検索する。その結果、音声／映
像端末１０６の音声通信方式のアドレスも同一であるため検索にヒットする。ヒットした
エリアの５０３の通信方式欄を確認して受け取った通信方式とは一致しない音声通信方式
が格納されていることを確認する。（ステップ８０５）。
【００５４】
　そのため、交換機はＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２で、音声／映像端末１０６に対して、ロ
グオフすることで映像通信のみならず、音声／映像端末１０６で現状利用している音声通
信も使用できなくなる警告通知を送信する。音声／映像端末１０６は、警告通知をＬＡＮ
回線Ｉ／Ｆ部２０４を通じてＯＳ４０１を経由して、交換機Ｉ／Ｆ部４０３で受け取る。
交換機Ｉ／Ｆ部４０３はユーザＩ／Ｆ部２０１を通じてユーザに警告を通知する。本例で
は、ユーザがログオフに同意したとする。ユーザＡが音声／映像端末１０６のキー、ディ
スプレイ２０７を利用して同意返答を入力すると音声／映像端末１０６のＣＰＵ２０５、
メモリ２０６で動作する交換機端末ソフトウェア４０２はユーザＩ／Ｆ部２０１、ＯＳ４
０１を経由してその情報を受け取ると、ユーザＩ／Ｆ部２０１、ＯＳ４０１を経由してそ
の情報を、交換機Ｉ／Ｆ部４０３を通してＯＳ４０１に渡し、ＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部２０４
を通じて交換機に送信する（ステップ８０６）。
【００５５】
　その後、交換機Ｉ／Ｆ部４０３は内部状態をログイン状態からログオフ状態に変更した
後、ユーザＩ／Ｆ部２０１を通じてユーザにログオフされたことを通知する（ステップ８
０７）。
【００５６】
　交換機は、ＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２でユーザの同意返答を受け取ると、映像端末１０
２のアドレスが５０３に格納されている全てのエリアの５０３の情報を削除する。その後
、映像端末１０４の通信方式：アドレス：ポート情報を５０３に格納する。（ステップ８
０８）。
【００５７】
　これによりユーザが複数通信方式をサポートしている端末を利用していても本発明を適
用できる。
【００５８】
　次に、本発明の更に他の実施形態について説明する。
【００５９】
　前述の実施形態では重複している通信方式を利用している端末を自動ログオフしたが、
これをログオフせずに、重複している通信方式のみ無効化してもよい。
【００６０】
　この場合について図９の流れ図を用いて説明する。
【００６１】
　ユーザＡが音声／映像端末１０６利用中に、別の映像端末１０４でログインした場合に
ついて説明する。
【００６２】
　前提として、音声／映像端末１０６の可能通信方式：アドレス：ポート６０３の欄には
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映像通信用のアドレス、ポートおよび音声通信用のアドレス、ポートが格納されており、
選択通信方式６０４には映像通信方式および音声通信方式が格納されているものとする。
また、映像端末１０４の可能通信方式：アドレス：ポート６０３の欄には映像通信用のア
ドレス、ポートのみ格納されており、選択通信方式６０４には映像通信方式のみ格納され
ているものとする。
【００６３】
　まずユーザＡが音声／映像端末１０６のキー、ディスプレイ２０７を利用してユーザＩ
Ｄ、パスワードを入力する（ステップ９０１）。
【００６４】
　すると音声／映像端末１０６のＣＰＵ２０５、メモリ２０６で動作する交換機端末ソフ
トウェア４０２はユーザＩ／Ｆ部２０１、ＯＳ４０１を経由してその情報を受け取り、入
力したユーザＩＤが６０１に、パスワードが６０２に格納され、音声／映像端末１０６の
選択通信方式６０４に格納されている通信方式と一致する、通信方式：アドレス：ポート
６０３の情報とともに、交換機Ｉ／Ｆ部４０３を通してＯＳ４０１に渡され、ＬＡＮ回線
Ｉ／Ｆ部２０４を通じて交換機に送信される（ステップ９０２）。
【００６５】
　交換機はＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２でその情報を受け取ると、受け取ったユーザＩＤを
交換機内データベース３０６の交換機ユーザＩＤ５０１から検索しヒットしたエリアの５
０２に記載されたパスワードと受け取ったパスワードが同一か照合する。照合が取れたら
、同エリアの５０３に他のログイン中端末の情報が記載されているか確認する（ステップ
９０３）。
【００６６】
　今回は、音声／映像端末１０６以外の端末は同じユーザＩＤでログインしていないため
、音声通信方式および映像通信方式のアドレス：ポートは５０３に格納されていない。そ
こで、受け取った通信方式のアドレス：ポート情報をそのまま５０３に格納する（ステッ
プ９０９）。
【００６７】
　次に、ユーザＡが映像端末１０４のキー、ディスプレイ２０７を利用してユーザＩＤ、
パスワードを入力する（ステップ９０１）。
【００６８】
　すると映像端末１０４のＣＰＵ２０５、メモリ２０６で動作する交換機端末ソフトウェ
ア４０２はユーザＩ／Ｆ部２０１、ＯＳ４０１を経由してその情報を受け取り、入力した
ユーザＩＤが６０１に、パスワードが６０２に格納され、映像端末１０４の選択通信方式
６０４に格納されている通信方式と一致する、通信方式：アドレス：ポート６０３の情報
とともに、交換機Ｉ／Ｆ部４０３を通してＯＳ４０１に渡され、ＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部２０
４を通じて交換機に送信される（ステップ９０２）。
【００６９】
　交換機はＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２でその情報を受け取ると、受け取ったユーザＩＤを
交換機内データベース３０６の交換機ユーザＩＤ５０１から検索しヒットしたエリアの５
０２に記載されたパスワードと受け取ったパスワードが同一か照合する。照合が取れたら
、同エリアの５０３に他のログイン中端末の情報が記載されているか確認する（ステップ
９０３）。
【００７０】
　今回は、先ほどログインした音声／映像端末１０６の情報が５０３に格納されているた
め、同エリアの５０３の映像通信方式欄にアドレス：ポート情報含まれているか確認する
（ステップ９０４）。
【００７１】
　５０３の映像通信方式欄には、音声／映像端末１０６のアドレス：ポートが既に記載さ
れているため、交換機は一致したエリアのアドレスを確認する。そして、同じユーザＩＤ
５０１の５０３部分に他にアドレスが格納されていないか検索する。その結果、音声／映
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エリアの５０３の通信方式欄を確認して受け取った通信方式とは一致しない音声通信方式
が格納されていることを確認する。（ステップ９０５）。
【００７２】
　そのため、交換機はＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２で、音声／映像端末１０６に対して、映
像通信が他の端末に切り替わる警告通知を送信する。音声／映像端末１０６は、警告通知
をＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部２０４を通じてＯＳ４０１を経由して、交換機Ｉ／Ｆ部４０３で受
け取る。交換機Ｉ／Ｆ部４０３はユーザＩ／Ｆ部２０１を通じてユーザに警告を通知する
。本例では、ユーザが切替に同意したとする。ユーザＡが音声／映像端末１０６のキー、
ディスプレイ２０７を利用して同意返答を入力すると音声／映像端末１０６のＣＰＵ２０
５、メモリ２０６で動作する交換機端末ソフトウェア４０２はユーザＩ／Ｆ部２０１、Ｏ
Ｓ４０１を経由してその情報を受け取ると、ユーザＩ／Ｆ部２０１、ＯＳ４０１を経由し
てその情報を、交換機Ｉ／Ｆ部４０３を通してＯＳ４０１に渡し、ＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部２
０４を通じて交換機に送信する（ステップ９０６）。
【００７３】
　その後、交換機Ｉ／Ｆ部４０３は映像通信ソフトウェア４０６に映像通信機能の無効化
指示を送信した後、ユーザＩ／Ｆ部２０１を通じてユーザに映像通信が無効化されたこと
を通知する（ステップ９０７）。
【００７４】
　交換機は、ＬＡＮ回線Ｉ／Ｆ部３０２でユーザの同意返答を受け取ると、ログイン時に
受け取った通信方式：アドレス：ポート情報で、格納されている映像端末１０２の同じ通
信方式のアドレス：ポート情報を上書きする。（ステップ９０９）。
【００７５】
　これにより、複数通信方式端末を利用している場合で、一部通信方式のみ重複した場合
でも、端末全体をログオフさせずに、重複通信方式のみを他の端末に切り替えることが可
能になる。
【符号の説明】
【００７６】
　１０１　音声交換機
　１０２　映像端末
　１０３　音声端末
　１０４　映像端末
　１０５　音声端末
　１０６　音声／映像端末
　１０７　音声／映像切替端末
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